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Guillen, and Macpherson, 2002; Corbett and Kirsch, 












and Rowan （1977）の脱連結（decoupling）1 という
概念を用いて同型化を分析した研究が多い
（Haunschild, 1993; Haunschild and Miner, 1997; 
Weaver, Trevino, and Cochran, 1999; Bastedo, 2004）。
戦略的脱連結が起きる条件について研究してい 
るものもある（Bastedo, 2004; Westphal and Zajac, 























































Ⅲ　事 例 分 析
















































































































































1998年 3月 6日に ISO14001を採用した。その後，
認証範囲を広げる形で滋賀県庁が範囲内に入った








































































































　三重県が ISO14001を採用したのは 2000年 3
月のことであるが，三重県関連施設の三重県環境































































































































コンサル費 研修費 審査費 合　計
2000年（採用時） 　　　　0 ─ ─ 3,700,000
2001年（第 1回継続審査時） 　　　　0 316,050 798,000 1,114,050
2002年（第 2回継続審査時） 　　　　0 316,050 798,000 1,114,050
2003年（第 1回更新審査時） 　　　　0 316,050 1,562,400 1,878,450



























































































































































時　期 採用年度 広域地方公共団体名 採用意図
初　期
1998年 3月 滋賀県 環境先進県として
1999年 2月 埼玉県 知事が元環境庁長官であり環境に力を入れるため
7月 岐阜県 革新知事がいたため
11月 京都府 環境をテーマにした京都会議が開かれたため
2000年 2月 東京都 首都としてのプライドと，革新知事がいたため
三重県 革新知事がいたため
後　期
2002年 3月 香川県 四国の 2県が採用したため
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